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作な

す
。（
機は
た
ら
き輪
を
転め
ぐ
ら

す
処
、
智ち
え

眼の
め

も
猶な

お
迷
う
。）　

僧
、
一
円

相
を
画
い
て
両
手
を
以
て
托さ
さ

げ
、
修ア
シ
ュ
ラ羅
の
日
月
を
掌て

に
す
る
勢さ
ま

の
如
く
に
し
て
云
く
、「
是
れ
甚な

麼ん

の
字
ぞ
？
」（
細こ
ま

や
か
に
切お
ん

と

脚か
い
せ
つを
看
よ
！
）　

山
、
乃そ
こ

で
円
相
を
画
い
て
卍
の
字
を
囲か

却こ

む
。

（
天
下
の
衲う
ん

僧す
い

も
跳と
び
だ
せ
ん
わ
い

不
出
。）　

僧
、
乃そ
こ

で
楼ご
ほ
う

至じ
ん

の
勢さ
ま

を
作な

す
。

（
門も
ん

外げ

の
金に
お
う剛
が
汝
を
笑
わ
ん
。）　

山
云
く
、「
如そ
う
だ是
如そ
う
だ是
、
汝
善よ

く
護
持
せ
よ
。」（
空
を
関と
ざ

し
夢
を
鎖と
ざ

し
て
、
牢か
た

く
掌て

に
收
む
。）

　

今
則
の
主
人
公
は
仰
山
慧
寂
（
八
〇
三
～
八
八
七
）。
多
く
の

唐
代
禅
匠
た
ち
の
中
で
も
と
び
き
り
秀
れ
、
丗
に
「
小
釈
迦
」
と

称
せ
ら
れ
た
方
で
す
。
師
匠
の

山
霊
祐
と
と
も
に
、
後
に
は

4

仰
宗

4

4

の
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
人
。『
從
容
録
』
に
は
七
、
八
則
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
今
回
が
初
登
場
で
す
。

　

仰
山
は
僧
名
が
慧
寂
で
、
洞
山
や
臨
済
と
ほ
ぼ
同
年
輩
の
方
。

六
祖
慧
能
さ
ま
と
同
じ
韶
州
（
広
東
省
）
の
出
身
で
、
六
祖
ゆ
か

り
の
宝
林
寺
（
同
省
韶
関
市
）
で
出
家
。
の
ち
百
丈
の
法
嗣
で
あ

る

山
霊
祐
か
ら
大
法
を
受
け
、
江
西
省
の
仰
山
（
宜
春
県
）
に

住
し
て
禅
風
を
振
い
ま
し
た
。
明
代
に
は
『
語
録
』
が
編
集
。

　

仰
山
の
仏
法
は

多
彩
で
す
が
、
特

徴
と
い
え
ば
仏
法

の
真
髄
や
悟
り
の

心
境
を
円
相
や
文

字
を
描
い
た
り
書

い
た
り
し
て
教
示

　従
容
録
に
学
ぶ
（
四
九
）

第
七
七
則

　仰
き
ょ
う

山ざ
ん

隨ず
い

分ぶ
ん

〔
示じ　

衆し
ゅ

〕

　

衆み
な

に
示
し
て
云
く
、
人
の
空
に
画え
が

く
が
如
き
は
、
筆
を
下く
だ

さ
ば

即た
ち
ま

ち
錯あ
や
ま

る
。
那な
ん

ぞ
模か
た
ち

を
起つ
く

り
て
様い
ろ

を
作つ

け
る
に
堪た

え
ん
。
甚な

麼に

を
か
為な

す
に
堪た

ゆ
？　

○　

万ば
ん

松し
ょ
う

、
已す
で

に
是こ

れ
詮せ
ん

索さ
く

を
露あ
ら

わ

す
の
み
。
条
す
じ
み
ち

あ
ら
ば
条
に
攀た
よ

り
、条
な
け
れ
ば
例
せ
ん
れ
い

に
攀
る
べ
し
。

〔
本　

則
〕

　

挙と
り
あ

ぐ
。
僧
、
仰き
ょ
う

山ざ
ん

に
問
う
。「
和
尚
、
還は

た
字
を
知
る
や
？
」

（
是こ

れ
甚な

麼ん

の
字
ぞ
？
）　

山
云
く
、「
随そ
れ

分な
り

に
。」（
仁
ぶ
つ
ど
う

に
当
っ

て
は
讓ゆ
ず

ら
ず
。）　

僧
、
乃そ
こ

で
右み
ぎ

旋ま
わ

り
に
一い
っ

匝し
ゅ
う

し
て
云
く
、「
是こ

れ

甚な

麼ん

の
字
ぞ
？
」（
已す
で

に
偏へ
ん

と
傍つ
く
り

と
を
見
る
。）　

山
、
地
上
に

て
十
の
字
を
書
く
。（
更
に
画か
く

と
点
を
書
す
。）　

僧
、
左ひ
だ
り

旋ま
わ

り
に

一
匝
し
て
云
く
、「
是
れ
甚な

麼ん

の
字
ぞ
？
」（
半は
ん
じ
と
満ま
ん
じ
と
と
も

に
分

る
。
形か

た
ち

声と
お
ん

と
転も
ち

注い
か
た

と
。）　

山
、
十
の
字
を
改
め
て
卍
の
字
と
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か
、
お
わ
か
り
で
す
か
。
そ
う
、
れ
っ
き
と
し
た
漢

字
で
部
首
「
十
」
の
四
画
で
す
。
も
と
も
と
は
梵
語

シ
リ
バ
ッ
サ
で
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
吉
祥
を
意
味
し
、

仏
を
敬
礼
す
る
形
を
も
示
し
、
逆
の
「

」
と
書
き

ま
し
た
。
の

ち
中
国
に
伝

わ
り
、
唐
の

則
天
武
后
の

と
き
に
音
が

「
万
」
と
定

め
ら
れ
た
の

で
す
。
つ
ま

り
、
卍
は
め

で
た
く
尊
い

文
字
な
の
で

す
ね
。
わ
が

江
戸
時
代
に

は
、
宗
門
き

っ
て
の
学
僧
と
し
て
知
ら
れ
た
卍
山

4

4

道
白
禅
師
が
出

て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
ど
ん
な
に
尊
い
字
で
も
所
詮
は
文
字
。

掌
中
の
至
宝
も
死
蔵
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
楼
至
の
よ

う
に
殺
活
自
在
の
は
た
ら
き
が
大
切
。
で
す
か
ら
私

た
ち
は
、
静
坐
に
よ
り
充
電
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

社
会
に
向
っ
て
大
い
に
照
達
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
僧
が
仰
山
に
〈
い
っ
た
い
あ
な
た
は
文
字
を

知
っ
て
い
ま
す
か
〉
の
問
い
に
、
仰
山
〈
ま
あ
、
そ

れ
な
り
に
〉。
す
る
と
僧
は
右
回
り
に
一
周
し〈
こ

れ
は
何
の
字
？
〉　

仰
山
が
地
上
に
十
と
書
く
と
、

今
度
は
左
回
り
に
一
周
し
て
ま
た
〈
こ
れ
は
何
の

字
？
〉　

仰
山
が
卍
字
を
書
く
と
、
僧
が
マ
ル
を

書
い
て
ま
た
〈
何
の
字
？
〉　

仰
山
は
卍
の
周
り

を
マ
ル
で
囲
ん
だ
。
そ
こ
で
僧
は
山
門
の
仁
王
尊

の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
そ
れ
を
見
て
仰
山
は

は
じ
め
て
肯
定
し
、
僧
の
力
量
を
証
明
し
た
・・・・
」

　

と
い
う
お
も
し
ろ
い
お
話
。

　

一
見
、
落
語
の
禅
問
答
の
よ
う
な
奇
言
奇
行
で
す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。
こ
の
一
則
は
禅
者

が
悟
り
の
自
由
自
在
な
境
地
で
仏
法
を
示
し
て
い
る

の
だ
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
万
松
さ
ん
に
よ

る
一
句
ご
と
の
コ
メ
ン
ト
は
、
い
つ
も
な
が
ら
さ
す

が
。と
は
い
え
、難
句
が
あ
り
ま
す
ね
。「
形
声
」と「
転

注
」
は
漢
字
を
構
成
す
る
方
法
を
六
分
類
し
た
中
の

二
つ
で
、
前
者
は
「
草
」
の
よ
う
に
形
か
ら
き
た
文

字
、
後
者
は
意
味
が
転
用
で
き
る
文
字
。
ま
た
、
本

則
中
の
「
楼
至
」
と
は
梵
語
の
ロ
ー
シ
仏
で
、
号
泣

し
た
り
大
笑
し
た
り
し
た
と
い
う
仏
教
の
守
護
仏
。

　

こ
の
則
は
、
修
行
の
で
き
た
僧
と
仰
山
に
よ
る
仏

法
の
真
髄
を
競
演
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
重
要

な
要
素
は
「
卍
」。
こ
れ
は
い
っ
た
い
記
号
か
文
字

す
る
こ
と
。
唐
代
の
禅
門
で
は
珍
し
く
な
い
の
で
す

が
、
仰
山
の
場
合
は
こ
う
し
た
機
縁
が
き
わ
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
仰
山
隨
分
」
の
則
は
そ
ん
な
典
型
。

　

だ
い
た
い
、
中
国
は
文
字
の
国
。
む
か
し
か
ら
書

物
は
無
尽
蔵
で
す
。
象
形
か
ら
亀
甲
文
字
を
経
て
漢

字
、
そ
し
て
現
代
ま
で
三
、
四
千
年
の
歴
史
。
だ
か

ら
文
字
は
大
切
に
さ
れ
、
日
本
の
よ
う
に
「
大
丈
夫
」

の
よ
う
な
転
用
や
「
出
鱈
目
」
な
ど
の
ア
テ
字
は
用

い
ず
、
本
来
の
意
味
を
重
ん
じ
る
の
が
原
則
。
ま
た
、

高
遠
な
思
想
を
図
型
で
示
す
伝
統
は
、
占
い
の
六
四

卦
が
孔
子
の
周
代
に
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

も
古
来
の
表
象
文
化
。
こ
ん
な
背
景
を
思
え
ば
、
唐

代
禅
僧
の
自
在
な
言
動
の
中
に
文
字
や
図
型
の
使
用

が
あ
っ
て
も
、
け
っ
し
て
不
思
議
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
に
よ
っ
て
、
ま
ず
万
松
に
よ
る
〔
示
衆
〕。

　
「
空
中
に
絵
や
字
を
描
こ
う
と
し
て
も
、
そ
れ

は
ム
リ
。
ま
し
て
や
、
形
を
作
り
色
彩
を
つ
け
よ

う
と
し
て
も
ダ
メ
。
誰
が
そ
ん
な
ム
ダ
骨
を
折
る

ん
か
ね
。
○
を
書
い
て
も
、
い
た
ず
ら
な
詮
索
に

す
ぎ
ん
。
先
徳
に
よ
る
道
理
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
よ

り
、
な
け
れ
ば
前
例
を
重
ん
ず
べ
き
だ
ろ
う
。」

　

つ
ま
り
、
道
を
え
る
に
は
自
分
勝
手
な
ム
ダ
足
を

ふ
ん
で
は
ダ
メ
、
ち
ゃ
ん
と
先
徳
が
教
え
の
こ
し
た

道
理
や
前
例
に
よ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
老
婆
親
切
な

の
で
す
ね
。
つ
ぎ
に
は
、〔
本
則
〕
の
大
意
で
す
。
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【
四
〇
周
年
記
念
行
事
内
容
】

　

一
．『
眼
蔵
会
』
開
催　
　

  

五
月
一
四
・
一
五
日

　

二
．『
記
念
講
演
会
』
開
催  

五
月
一
五
日

　

三
．『
第
三
回
在
家
得
度
式
』
開
催  

一
一
月
三
日

　

四
．「
坐
禅
堂
」
建
設　

平
成
二
四
年
落
成
目
標

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
二
年
一
一
月
の
月

例
参
禅
会
に
お
い
て
、
記
念
行
事
の
概
略
を
説
明
し

た
案
内
書
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
案
内
書

に
は
『
眼
蔵
会
』
で
椎
名
老
師
に
ご
提
唱
い
た
だ
き

た
い
テ
ー
マ
の
申
込
書
も
挟
み
込
み
ま
し
た
。

　

本
年
二
月
の
参
禅
会
で
は
、『
眼
蔵
会
』お
よ
び『
記

念
講
演
会
』
の
案
内
書
（
申
込
書
付
き
）
を
配
布
い

た
し
ま
し
た
。

　

第
一
弾
の
催
事
と
し
て
、先
ず
は『
眼
蔵
会
』と『
記

念
講
演
会
』
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
、
万
全
を
計
り
ま

し
た
。
会
員
・
縁
者
へ
の
案
内
の
徹
底
。
仏
教
関
係

紙
誌
お
よ
び
三
大
新
聞
・
タ
ウ
ン
紙
誌
等
へ
の
記
事

掲
載
依
頼
。
精
進
弁
当
の
試
食
・
検
討
。
す
べ
て
の

配
役
の
検
討
・
決
定
。
開
講
式
・
閉
講
式
お
よ
び
会

　

以
下
、
準
備
か
ら
実
施
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
当
参
禅
会
で
は
、
平
成
二
三

年
に
発
足
四
〇
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
平
成
二
二

年
二
月
に
「
四
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
（
以

下
実
行
委
員
会
と
記
す
）」
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
顧
問　

椎
名
宏
雄
老
師

　
　

　々

委
員
長　

小
畑
節
朗
代
表
幹
事　
　

　
　

　々

副
委
員
長　

五
十
嵐
嗣
郎

　
　

　々

会　
　

計　

刑
部
一
郎

　
　

　々

書　
　

記　

杉
浦
上
太
郎

　
　

　々

委　
　

員　

中
嶌
宏
誠
、
添
田
昌
弘
、
松

井
隆
、
加
藤
孝
、
相
澤
善
彦
、

中
村
正
市
、
小
山
斉
、
小
畑

二
郎
、
鈴
木
民
雄
、
田
上
淳

一
、
遠
藤
昇　

 　
（
一
六
名
）

　

実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
二
二
年
二
月
か
ら
平
成

二
三
年
五
月
ま
で
の
間
、
一
三
回
の
打
合
せ
会
を
実

施
、
記
念
行
事
等
に
関
し
て
検
討
し
、
決
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

龍
泉
院
参
禅
会
は
、
発
足
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
、

去
る
五
月
一
四
日
（
土
）・
一
五
日
（
日
）
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
『
眼
蔵
会
』
と
『
記
念
講
演
会
』
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
お
よ
び
一
般
参
加
者
も

多
数
上
山
し
盛
大
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

◆
『
眼
蔵
会
』

・
日　

時

‥

五
月
一
四
日
（
土
）
一
〇
時
～
一
七
時

　
　
　
　
　

五
月
一
五
日
（
日
）
一
〇
時
～
一
二
時

・
提　

唱

‥

『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」

・
講　

師

‥

堂
頭　

椎
名
宏
雄
老
師

・
会　

場

‥

龍
泉
院
大
悲
殿

・
参
加
者

‥

五
三
名

◆
『
記
念
講
演
会
』

・
日
時

‥

五
月
一
五
日
（
日
）
一
四
時
～
一
五
時
半

・
演　

題

‥

「
縁
の
仏
教
」

・
講　

師

‥
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、

　
　
　
　
　

駒
澤
大
学
教
授　

池
田
魯
参
先
生

・
会　

場
‥

龍
泉
院
大
悲
殿

・
参
加
者

‥

七
〇
名

❖
❖
❖
❖
❖ 

参
禅
会
発
足
四
〇
周
年
記
念
行
事
第
一
弾 

❖
❖
❖
❖
❖

「
眼
蔵
会
」「
記
念
講
演
会
」　

和
合
集
力
に
て
無
事
円
成
す
！
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す
る
と
内
山
老
師
よ
り
、「
そ
れ
は
安
泰
寺
で
行

っ
て
い
た
接
心
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
、
一
日
一
四

時
間
の
坐
禅
を
五
日
間
、
こ
れ
を
一
炷
と
し
て
い
る

の
で
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
続
き
と
し
て
行
う

こ
と
が
望
ま
し
く
、
途
中
で
来
客
の
添
菜
な
ど
で
お

茶
な
ぞ
行
う
と
一
続
き
で
な
く
な
る
。
無
言
で
五
日

間
徹
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
在

家
中
心
の
月
一
回
の
参
禅
で
は
、
提
唱
後
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
を
す
る
の
は
、
一
向
に
差
し
支
え
な

い
の
で
は
。」
と
の
お
示
し
が
あ
り
、
今
の
よ
う
な

差
定
が
定
着
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
も
大
勢
に
な
っ

て
も
、
坐
禅
に
向
き
合
う
姿
勢
は
百
人
百
様
で
、
月

一
回
で
は
物
足
り
な
い
と
感
じ
る
方
も
居
ら
れ
、
大

野
市
の
宝
慶
寺
さ
ん
の
接
心
に
一
一
年
も
連
続
し
て

出
か
け
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

出
家
得
度
し
て
永
平
寺
で
四
年
間
修
行
の
後
、
立
職

し
て
市
原
市
の
一
寺
の
住
職
に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
他
の
参
禅
道
場
に
移
ら
れ
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　

と
に
か
く
毎
月
第
四
日
曜
、
休
み
無
く
、
来
る
を

拒
ま
ず
去
る
を
追
わ
ず
四
〇
年
、
縁
あ
っ
て
一
回
で

も
坐
禅
に
親
し
ん
だ
人
は
、
数
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
千
人
を
超
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
此

中
一
人
で
も
何
処
か
で
坐
禅
を
続
け
て
い
る
と
す
れ

場
設
営
の
予
行
演
習
。
細
部
に
わ
た
っ
て
全
員
で
知

恵
を
出
し
、
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

五
月
一
四
日
・
一
五
日
の
両
日
は
、
事
前
申
込
み

を
お
願
い
し
た
こ
と
か
ら
、何
の
混
乱
も
な
く
、粛
々

と
着
座
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
内
は
熱
弁
を
振
る

わ
れ
る
講
師
と
熱
心
な
受
講
者
が
一
体
と
な
っ
た
ま

さ
に
“
感
応
道
交
”
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

池
田
先
生
に
は
、
夕
刻
か
ら
の
有
志
に
よ
る
懇
親

会
に
も
お
付
合
い
い
た
だ
き
望
外
の
喜
び
で
し
た
。

　

本
催
事
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
い
節
付
け
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。　　
　
　
　
（
文
責

‥
杉
浦
上
太
郎
）

龍
泉
院
参
禅
会
四
〇
周
年
を
迎
え

「
新
し
い
僧サ

ン

ガ伽
」の
創
生
に
向
か
って

松
戸
市

　小
畑

　節
朗

　
『
明
珠
』
最
終
頁
に
「
龍
泉
院
参
禅
会
簡
介
」
が

載
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
通
り
、
毎
月
第
四

日
曜
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
差
定
通
り
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

新
本
堂
が
昭
和
五
七
年
に
完
成
す
る
前
は
、
二
百

数
十
年
を
経
た
萱
葺
き
の
本
堂
で
、
参
加
者
五
～
六

人
程
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
差
定
は
其
の
当

時
作
成
さ
れ
た
も
の
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
会
員
の
お
一
人
か
ら
「
提
唱
後
の
座
談
喫
茶

は
、
坐
禅
に
関
り
の
無
い
社
交
で
は
な
い
か
、
沢
木

老
師
の
流
れ
を
汲
む
内
山
興
正
老
師
が
そ
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
。
坐
禅
と
提
唱
だ
け
で
良
い
の
で
は

な
い
か
」
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
偶
さ
か
京
都

に
行
く
こ
と
が
あ
り
、
意
を
決
し
宇
治
木
幡
に
隠
棲

さ
れ
て
お
ら
れ
た
内
山
老
師
を
お
尋
ね
し
、
お
聞
き

し
ま
し
た
。
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ば
、
誠
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
四
〇
周
年
行
事
は
、堂
頭
老
師
に
よ
る
「
眼

蔵
会
」
と
池
田
魯
参
先
生
の
「
講
演
会
」
の
二
つ
を
、

五
月
に
盛
大
裏
に
無
事
円
成
し
、
一
一
月
三
日
「
在

家
得
度
式
」
を
厳
修
す
る
べ
く
、
鋭
意
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
何
と
言
っ
て
も
四
〇
周
年
記
念
行
事
の
最
大

事
業
は
「
坐
禅
堂
」
の
建
立
で
す
。
八
月
二
八
日
に

開
催
し
た
第
一
六
回
建
設
委
員
会
で
、
建
設
地
の
整

地
を
地
元
の
石
井
造
園
さ
ん
に
正
式
に
お
願
い
し
、

今
年
一
二
月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。
本
体
は

や
は
り
地
元
の
工
匠
堂
さ
ん
に
お
願
い
し
、
見
積
り

を
現
在
検
討
中
で
す
が
、
平
成
二
四
年
春
の
着
工
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
に
よ
る
被
害
の
復
旧
・
復
興
の
真
っ
只
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
坐
禅
堂
建
立
の
勧
募
に
応
じ
て

頂
い
た
皆
様
に
は
何
と
お
礼
を
申
し
上
げ
れ
ば
良
い

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
勧
募
金
も
お
蔭
様
で
何
と
か
目

標
額
に
近
く
な
り
ま
し
た
。
只
只
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
春
、「
坐
禅
堂
建
立
浄
財
勧
募
の
お
願
い
」
で

申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
道
元
禅
師
が
教
え
ら
れ
た

「
自
未
得
度
先
度
他
」、
即
ち
“
至
ら
ぬ
自
分
も
努
力

し
つ
つ
、
そ
の
過
程
で
他
人
に
は
一
歩
先
に
手
を
差

し
の
べ
よ
う
”
を
基
本
理
念
と
し
て
、
将
来
を
背
負

う
若
者
た
ち
の
研
修
道
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た

彼
ら
を
指
導
す
る
中
高
年
の
生
涯
研
修
的
な
場
を
建

立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
市
場
経
済
の
進
展
の
さ
な
か
、
欲
望
肯
定
の

競
争
社
会
、
お
金
の
有
る
無
し
で
人
を
判
断
し
、
お

金
を
手
に
入
れ
る
手
段
の
巧
拙
で
人
を
評
価
す
る
世

の
中
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
坐
禅
堂
は
そ
の
競
争
社

会
か
ら
逃
避
す
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

“
本
来
の
自
己
に
出
会
う
行ぎ
ょ
う
（
自
己
の
生
命
に
出
会

う
行
）
で
あ
る
坐
禅
”
を
行
ず
る
場
所
で
あ
り
ま
す
。

道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』「
三
昧
王
三
昧
」
の
巻

で
「
坐
の
尽
界
と
余
の
尽
界
と
、
は
る
か
に
こ
と
な

り
。
こ
の
道
理
を
あ
き
ら
め
て
、佛
祖
の
発
心
・
修
行
・

菩
提
・
涅
槃
を
弁べ
ん

肯こ
う

す
る
な
り
。」
と
仰
せ
に
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

余
の
尽
界
と
は
坐
禅
以
外
の
と
こ
ろ
に
ひ
ら
か
れ

て
い
る
世
界
、
坐
の
尽
界
と
は
坐
禅
を
し
た
と
こ
ろ

に
ひ
ら
か
れ
る
世
界
で
す（
内
山
興
正『
自
己
』よ
り
）。

ま
た
、
坐
の
尽
界
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
、

行
ず
れ
ば
必
ず
ひ
ら
か
れ
る
世
界
で
あ
る
と
、
道
元

禅
師
は
『
普
勧
坐
禅
儀
』
で
も
お
示
し
に
な
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

大
変
俗
な
言
い
方
で
す
が
、“
坐
の
尽
界
”
で
は

百
万
円
も
一
円
も
同
価
値
で
す
が
、
前
に
述
べ
た
競

争
社
会
で
あ
る
“
余
の
尽
界
”
で
は
、
百
万
円
は
一

円
の
百
万
倍
と
し
て
の
価
値
を
規
定
し
て
い
る
世
界

で
す
。
坐
禅
堂
建
立
の
勧
募
に
あ
た
っ
て
は
、
競
争

社
会
に
あ
り
な
が
ら
も
、“
坐
の
尽
界
”
の
行
持
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
坐
禅
堂
を
坐
禅
堂
と
し
て
、
今
後
十
年
後
い

や
百
年
後
に
坐
禅
堂
と
し
て
の
光
を
い
か
に
輝
か
せ

る
こ
と
が
出
来
る
か
を
考
え
る
の
が
、
四
〇
年
を
経

た
参
禅
会
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
坐

禅
堂
で
坐
蒲
が
埃
に
ま
み
れ
て
い
る
姿
を
見
な
い
た

め
の
道
筋
は
、
如
何
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
「
四
弘
誓
願
」
の
“
衆
生
無
辺
誓
願
度
”
の
堅

固
な
地
盤
に
、“
修
証
一
等
、
只
管
打
坐
”
が
行
じ

ら
れ
る
、
揺
る
ぎ
な
い
立
派
な
「
坐
禅
堂
」
が
建
て

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
日
の
行
持
差

定
を
い
か
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

御
座
い
ま
す
。
あ
の
『
典
座
教
訓
』
一
巻
で
す
。

特
に
最
後
の
と
こ
ろ
の
“
三
心
”
で
す
。“
喜
心
”（
喜

び
の
こ
こ
ろ
）“
老
心
”（
母
が
わ
が
子
の
面
倒
を
み

る
こ
こ
ろ
）“
大
心
”（
オ
モ
イ
エ
ラ
バ
ヌ
こ
こ
ろ
）

こ
の
“
三
心
”
を
坐
禅
堂
の
運
営
の
基
本
理
念
と
し

て
は
如
何
か
と
、考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
（（　

）

内
は
内
山
興
正
の
『
自
己
』
に
よ
る
）。
な
お
我
が

堂
頭
老
師
の
道
号
を
大
心
と
称
さ
れ
る
の
も
、
誠
に
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道
元
禅
師
が
わ
が
先
師
・
古
仏
如
浄
が
詠
じ
た
こ

の
頌
を
讃
嘆
し
『
正
法
眼
蔵
』
の
「
摩
訶
般
若
波
羅

蜜
」
の
卷
に
引
用
さ
れ
、

　
「
こ
の
頌
は
仏
祖
正
伝
の
智
慧
を
談
ず
る
も
の
で

あ
る
。
身
を
こ
ぞ
っ
て
の
智
慧
で
あ
り
、
他
者
を
こ

ぞ
っ
て
の
智
慧
で
あ
り
、
自
己
を
こ
ぞ
っ
て
の
他
者

で
あ
り
、
東
西
南
北
を
こ
ぞ
っ
て
こ
と
ご
と
く
智
慧

で
あ
る
」
と
著
わ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、『
般
若
心
経
』
の
前
半
の
「
五

蘊
皆
空
」
は
「
空
・
無
」
を
説
き
、
後
半
の
「
是
大

神
咒
、
是
大
明
咒
、
是
無
上
咒
、
是
無
等
等
咒
」
の

四
咒
の
解
釈
は
、
先
の
「
頌
」
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
朝
の
散
歩
を
励
行
し
て
い
ま
す
。
ふ
と
目

に
と
ま
っ
た
光
景
に
足
が
そ
の
ま
ま
釘
付
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
つ
も
持
ち
歩
い
て
い

る
手
帳
に
そ
の
「
滴
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
書
き
と
め
た
。

　
　
　

点
滴
微
音
聴
澤
畔

　
　
　

水
紋
如
輪
見
平
漪

　
　
　

現
成
妙
有
清
波
裏

　
　
　

滴
滴
明
珠
浴
日
熙

　

―
詩
の
意
―

　
　

点
滴　

音
は
微
か
に
澤
畔
に
聴
き
、

　
　

水
紋　

輪
の
如
く
平
漪
（
さ
ざ
な
み
）
を
見
る
。

　
　

妙
有
（
み
ょ
う
う
）
現
成
す
清
波
の
裏
（
う
ち
）、

故
あ
る
と
こ
ろ
か
と
も
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
何
も
改
め
て
申
す
ま
で
も
な

く
、
今
既
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
た
だ
再
確
認
し
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
道
友
の
松
井
さ
ん
が
ふ
と
言
わ
れ

た
「
新
し
い
僧サ
ン
ガ伽
の
創
生
」
で
も
あ
り
ま
す
。
堂
頭

椎
名
老
師
の
ご
指
導
の
下
、
僧
俗
併
せ
た
「
新
し
い

僧サ
ン
ガ伽
創
生
」
の
場
所
と
し
て
の
「
坐
禅
堂
」
が
、
今

後
の
参
禅
会
の
輝
き
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
い
ま

せ
ん
。
妄
言
多
謝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

道
元
入
宋
求
道
『
宝
慶
記
』

著
者
に
ま
み
え　

取
手
市

　三
町

　
　勲

　
「
釈
迦
牟
尼
仏
見
明
星
悟
道
曰
、
我
与
大
地
有
情

同
時
成
道
」『
伝
光
録
』（
首
章
）
の
仏
教
の
原
点
か

ら
池
田
魯
参
先
生
の
講
演
は
始
ま
り
ま
し
た
。
後
段

の
一
節
が
「
こ
の
世
は
万
物
が
深
く
縁
に
結
ば
れ
て

成
立
つ
仏
の
社
会
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」

と
。
先
生
の
熱
弁
に
身
振
り
手
振
り
が
加
わ
っ
て
、

熱
心
に
聞
き
入
る
老
若
男
女
で
あ
ふ
れ
る
会
場
を
熱

気
に
包
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

懐
奘
筆
写
の
『
宝
慶
記
』
を
池
田
先
生
は
「
道
元

の
入
宋
求
法
ノ
ー
ト
」
と
副
題
を
付
さ
れ
、
道
元
禅

師
が
如
浄
禅
師
の
も
と
で
折
々
に
参
問
し
た
数
々
の

記
録
を
解
説
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
熱
読
し

そ
の
中
の
三
二
条
「
風
鈴
頌
」
が
私
の
赤
心
に
焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

渾
身
似
口
掛
虚
空

　
　
　

不
管
東
西
南
北
風

　
　
　

一
等
与
渠
談
般
若

　
　
　

滴
丁
東
了
滴
丁
東

　

―
池
田
先
生
訳
―

　
　
　

全
体
を
口
に
し
て
虚
空
に
か
か
る

　
　
　

風
の
向
き
な
ど
頓
着
せ
ず

　
　
　

無
心
に
般
若
を
説
く

　
　
　

テ
ィ
テ
ィ
ン　

ト
ン　

リ
ャ
ン　

テ
ィ
テ
ィ
ン

　
　
　

ト
ン
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滴
滴
と
し
て
明
珠
日
を
浴
び
て
熙（
か
が
）や
く
。

　

と
、
こ
の
世
の
限
り
な
く
幾
重
の
縁
が
水
の
面
の

輪
の
よ
う
に
重
な
り
あ
っ
て
見
え
、
そ
れ
ら
の
縁
が

お
互
い
に
傷
付
け
た
り
、
傷
付
い
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
法
輪
が
広
が
っ
て
行
く
道
理
を
語
り
か
け
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。
釘
付
け
に
な
っ
た
足
も
と
に
光

明
が
さ
し
、
一
顆
明
珠
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
誠
に

有
難
い
こ
と
で
す
。

　

龍
泉
院
参
禅
会
四
〇
周
年
記
念
行
事
「
眼
蔵
会
」・

「
記
念
講
演
会
」
で
明
日
の
修
行
の
道
を
開
い
て
下

さ
っ
た
椎
名
堂
頭
・
池
田
先
生
、
ま
た
行
事
の
諸
役

で
奮
闘
さ
れ
た
方
々
に
唯
々
感
謝
、
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
羅
万
象
あ
り
の
ま
ま

―
「
眼
蔵
会
」
に
思
う
―　

船
橋
市

　阿
部

　史
子

　
「
眼
蔵
会
」。
こ
の
度
、
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
無
い

曹
洞
宗
の
行
事
を
ま
た
一
つ
体
験
出
来
ま
し
た
。
こ

の
為
の
準
備
と
円
成
に
は
、
椎
名
老
師
の
ご
指
導
と

幾
人
も
の
諸
先
輩
・
会
友
の
方
々
の
ご
尽
力
が
有
っ

て
の
こ
と
と
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

眼
蔵
会
当
日
、
雨
後
の
爽
や
か
な
本
堂
で
、
静
か

な
内
に
気
合
の
入
っ
た
開
講
式
の
後
、
大
悲
殿
で
開

講
。
大
悲
殿
は
机
が
並
べ
ら
れ
、
約
五
〇
名
余
の
参

学
の
徒
で
埋
ま
っ
て
い
る
様
は
、
昔
の
学
問
所
を
思

わ
せ
ま
す
。
皆
、
姿
勢
を
正
し
期
待
と
緊
張
の
空
気

の
中
、
椎
名
老
師
の
ご
提
唱
の
お
声
が
響
き
ま
す
。

こ
の
時
、
私
は
ふ
と
道
元
禅
師
の
仏
教
哲
学
の
講
義

を
受
講
し
て
い
る
大
学
生
に
返
っ
た
よ
う
な
心
境
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
、
永
平
寺
へ
受
戒
会
の
為
に
上

山
し
ま
し
た
が
、
毎
年
執
り
行
わ
れ
る
と
い
う
大
本

山
永
平
寺
の
本
講
「
眼
蔵
会
」
の
光
景
は
さ
ぞ
か
し

厳
粛
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ご
提
唱
は
『
正
法
眼
蔵
』「
現
状
公
案
」
で
す
。

「
諸
法
ノ
佛
法
ナ
ル
時
節
」、
こ
の
眼
前
の
森
羅
万
象
、

す
べ
て
の
命
が
ぶ
っ
通
し
に
真
理
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。「
偏
界
曾
て
蔵
さ
ず
」。

　
「
自
己
ヲ
ワ
ス
ル
ル
ト
イ
フ
ハ
萬
法
ニ
證
セ
ラ
ル

ル
ナ
リ
、
萬
法
ニ
證
セ
ラ
ル
ル
ト
イ
フ
ハ
自
己
ノ
身

心
オ
ヨ
ヒ
他
己
ノ
身
心
ヲ
シ
テ
脱
落
セ
シ
ム
ル
ナ

リ
」、
自
ら
の
は
か
ら
い
、
エ
ゴ
を
放
れ
て
大
宇
宙

の
息
吹
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
入
り
一
体
と
な
る
。
自

分
を
忘
れ
て
エ
ゴ
を
捨
て
「
お
れ
が
お
れ
が
」
の
思

い
が
無
と
な
る
時
、
お
の
ず
と
証
り
が
や
っ
て
来
る

と
お
示
し
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
『
口
宣
』
を
改
め
て
開
い
て
見
る
と
、
平

成
一
五
年
の
一
夜
接
心
で
こ
の
一
節
を
ご
老
師
が
説

い
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
生な
ま

の
お
言
葉
「
己

こ
そ
己
の
よ
る
べ
己
に
よ
ら
ず
し
て
何
に
よ
る
べ
き

ぞ
」
を
示
し
、
己
に
つ
い
て
「『
自
我
で
な
い
自
己
』

即
ち『
よ
く
調
え
ら
れ
し
己
』こ
そ
が
素
晴
ら
し
い
。」

「
自
己
を
全
部
止
め
ま
し
ょ
う
！
よ
く
調
え
ら
れ
し

己
、
こ
れ
に
徹
す
る
！
」
と
。

　

ご
老
師
は
ご
提
唱
下
さ
る
時
「
こ
の
天
地
い
っ
ぱ

い
が
真
理
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」「
こ
の
全
身
を
あ

げ
て
・
・
・
」
と
、
両
手
を
胸
の
前
に
挙
げ
掌
を
大

き
く
広
げ
て
宇
宙
を
抱
え
込
む
が
如
き
ジ
ェ
ス
チ
ュ

ア
を
さ
れ
ま
す
。
真
剣
且
つ
喜
び
に
満
ち
た
ご
表
情
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働
き
が
愚
鈍
な
私
に
も
少
し
自
然
に
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。「
も
の
は
す
べ
て
違
う
、
違

う
け
ど
同
じ
で
も
あ
る
。
有
る
け
ど
無
い
、
無
い
け

ど
有
る
」
と
い
う
中
道
的
な
位
置
で
見
る
と
客
観
視

出
来
て
、
腹
は
立
た
ず
に
「
い
ろ
い
ろ
だ
な
あ
」
と

思
う
。
日
常
の
出
来
事
、
石
こ
ろ
だ
っ
た
り
大
岩
だ

っ
た
り
、
一
つ
ひ
と
つ
に
出
会
い
な
が
ら
自
分
な
り

に
精
一
杯
に
岩
と
取
り
組
む
。
生
き
る
こ
と
そ
の
も

の
が
坐
禅
と
言
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

道
元
禅
師
の
「
遇
一
行
修
一
行
」
と
い
う
一
句
で

は
、
そ
の
時
そ
の
場
の
仕
事
を
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
み
勤
め
あ
げ
よ
と
、
お
示
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

老
師
は
「
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
絶
対
な
価
値

が
あ
る
存
在
、
光
明
で
あ
る
。
そ
の
人
し
か
出
来
な

い
こ
と
を
持
っ
て
生
ま
れ
出
ず
る
。
そ
れ
を
行
う
為

に
生
ま
れ
て
来
て
い
る
の
で
す
」
と
生
き
る
意
味
を

あ
た
た
か
く
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
中
を
時
に
は
厳

し
く
又
優
し
く
押
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
春
、
未
曾
有
の
天
災
、
人
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ

の
日
本
、
私
達
は
こ
の
先
、
ど
う
生
き
て
行
け
ば
良

い
の
か
。
現
わ
れ
て
い
る
事
柄
の
意
味
を
常
に
深
く

己
に
問
い
掛
け
る
姿
勢
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
こ
そ
人
と
し
て
の
根
っ
こ
を
し
っ
か
り

と
根
付
か
せ
、
調
え
ら
れ
た
己
を
求
め
、
片
寄
ら
ず

生
き
る
。「
現
成
公
案
」
が
闇
を
照
ら
す
智
慧
・
松

字
表
現
の
難
解
さ
に
捕
わ
れ
て
頭
は
霧
の
中
と
い
う

有
様
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
る
で
な
ぞ
解
き
の

よ
う
な
「
公
案
」
と
い
わ
れ
る
禅
問
答
の
形
で
口
伝

さ
れ
る
箇
所
は
、
お
示
し
さ
れ
て
納
得
す
る
と
、
情

景
が
想
像
さ
れ
て
後
ま
で
印
象
深
く
残
り
ま
す
。

　

ま
だ
ほ
ん
の
聞
き
か
じ
っ
た
程
度
し
か
知
り
ま
せ

ん
が
、「
無
言
で
た
ゞ
扇
を
つ
か
う
禅
師
」、
南
岳
禅

師
の
「
か
わ
ら
を
磨
い
て
鏡
に
な
る
か
」
や
、
最
近

で
は
「
優
曇
華
」
の
巻
に
あ
っ
た
「
拈
華
微
笑
」
の

公
案
な
ど
。
日
頃
生
活
し
て
い
る
中
で
、
風
や
扇
、

一
輪
の
庭
の
花
な
ど
を
眼
に
し
た
時
、
ふ
っ
と
思
い

出
し
て
「
あ
っ
、
こ
う
い
う
事
」
と
嬉
し
く
な
っ
た

り
・
・
・
。
単
純
な
私
で
す
。

　

日
頃
の
生
活
も
事
象
の
と
ら
え
方
、
行
動
で
禅
的

生
活
と
な
る
で
し
ょ
う
。
汗
だ
く
に
な
っ
て
の
掃
除
、

何
度
も
洗
濯
物
を
抱
え
て
階
段
を
上
が
り
下
り
し
た

り
、
ご
飯
作
り
、
食
器
を
洗
う
、
他
諸
々
。
毎
日
毎

日
の
ど
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
も
「
自
分
が
す
る
べ

き
事
を
納
得
し
て
」
今
行
う
と
ス
ッ
キ
リ
す
る
。
工

夫
も
す
る
。
時
に
は
ぐ
ず
る
自
分
が
居
て
面
倒
だ
な

あ
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
手
足
が
動
く

か
ら
出
来
る
ん
だ
、
メ
タ
ボ
対
策
に
も
な
る
と
思
考

回
路
を
転
換
す
る
。

　

見
方
を
変
え
る
と
苦
も
楽
も
全
て
表
裏
一
体
。
感

謝
の
気
持
ち
が
湧
く
。
こ
の
頃
や
っ
と
、
こ
の
心
の

で
、
法
を
説
い
て
下
さ
い
ま
す
。

　

道
元
禅
師
は
縦
横
無
尽
に
喩
を
挙
げ
て
説
き
明
か

さ
れ
て
い
る
が
、
難
解
で
格
調
高
く
文
章
は
珠
玉
の

如
き
表
現
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
を
ご
老
師
が
分
か

り
易
く
私
達
に
熱
く
説
き
明
か
し
て
下
さ
い
ま
す
。

　

ご
提
唱
は
な
か
な
か
難
解
で
、
す
ぐ
に
は
私
は
消

化
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
少
し
内
容
が
摑
め
た
よ4

う
な
気
が
し
て

4

4

4

4

4

4

も
又
右
か
ら
左
へ
と
忘
れ
た
り
、
文
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ
の
時
代
「
瓦
礫
の
中
か
ら
言
葉

を
」
①
は
、
作
家
辺
見
庸
が
故
郷
石
巻
の
喪
失
と
死

者
に
向
き
合
う
姿
を
語
っ
た
番
組
で
す
。
辺
見
庸
の

語
り
も
と
て
も
深
い
も
の
で
し
た
が
、
私
は
番
組
中

頃
の
映
像
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

港
に
浮
か
ぶ
漁
船
が
陸
地
に
向
か
っ
て
流
さ
れ
て

い
ま
す
。
河
口
近
く
で
は
、
逆
流
す
る
激
し
い
流
れ

に
舵
を
失
い
、
波
に
翻
弄
さ
れ
、
互
い
に
衝
突
し
な

が
ら
、
漁
船
の
数
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

突
然
、
烏
が
一
羽
、
画
面
を
斜
め
に
飛
び
去
っ
て

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
提
唱
の
「
現
成
公
案
」
は
、
学
生
の
頃
ゼ

ミ
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
眼
蔵

会
の
前
日
、
岩
波
の
『
道
元
』
を
書
棚
か
ら
探
し
出

し
、「
現
成
公
案
」
を
再
び
目
に
し
ま
し
た
。「（
現

成
公
案
は
、）
数
多
く
の
喩
え
が
あ
り
、
具
体
的
に

書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
分
か
り
易
い
が
、
そ
の
他

の
部
分
は
ま
る
で
分
か
ら
な
い
。」
と
書
か
れ
て
い

る
当
時
の
拙
い
コ
メ
ン
ト
を
見
な
が
ら
、
必
死
に
格

闘
し
て
い
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
は
ご
老
師
の
ご
提
唱
を
聞
い
て
い

る
う
ち
に
、
難
し
い
「
そ
の
他
の
部
分
」
も
、
ほ
ん

の
僅
か
で
す
が
ス
ト
ン
と
腹
に
入
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
華
ハ
愛
惜
ニ
チ
リ
、

艸
ハ
棄
嫌
ニ
オ
フ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
」
と
か
「
灰
・
薪
」

の
喩
え
に
つ
い
て
も
、
哀
し
み
、
悔
恨
な
ど
の
想
い

と
と
も
に
様
々
な
場
面
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
の

は
、
や
は
り
年
を
取
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
今
年
は
「
震
災
」
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
で
報
道
さ
れ
る
映
像
を
繰
り
返
し
見
る
に
つ
れ
、

「
現
成
」
と
い
う
言
葉
が
頭
の
隅
か
ら
離
れ
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
強
い
印
象
を
残
し
た
三
つ
の
映
像
を

中
心
に
、
ご
老
師
の
提
唱
を
聞
き
な
が
ら
考
え
た
こ

と
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
春
は
花
夏
ほ
と
と
ぎ
す
秋
は
月
冬
雪
さ
え
て
涼

し
か
り
け
り
」

　
「
現
成
公
案
」
の
巻
を
椎
名
老
師
か
ら
ご
提
唱
を

頂
い
た
後
こ
そ
、
道
元
禅
師
の
お
示
し
、
お
心
が
、

こ
の
御
歌
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
感
銘
を
新
た
に
致

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
二
日
間
に
渡
り
連
続
し
て
長
時
間
『
正
法

眼
蔵
』
を
、
力
強
く
ご
提
唱
頂
き
「
眼
蔵
会
」
を
開

講
し
て
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
拝
聴

出
来
ま
し
た
思
い
を
記
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
深
遠
な
仏
道
の
入
口
で
ジ
タ
バ
タ
し
て
お

り
ま
す
が
、
師
と
仰
ぐ
べ
き
ご
老
師
と
出
会
え
、
参

禅
会
で
は
ほ
と
け
様
の
よ
う
な
行
を
さ
れ
て
お
ら
れ

る
諸
先
輩
方
、
会
友
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
つ
ゝ
、
一

緒
に
「
修
証
一
等
」
の
坐
禅
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

眼
蔵
会
に
参
加
し
て　

　柏
市

　西
村
よ
し
み

　

参
禅
会
発
足
四
〇
周
年
記
念
の
「
眼
蔵
会
」
に
お

け
る
ご
老
師
の
ご
提
唱
、
池
田
魯
参
先
生
の
講
演
会

に
お
い
て
、
深
い
お
言
葉
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
大
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漁
師
の
言
葉
に
日
本
人
の
し
な
や
か
な
強
さ
を
見
ま

し
た
。

　

①　

辺
見　

庸　

四
月
二
四
日(

日)　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
こ
こ
ろ
の
時
代　

瓦
礫
の
中
か
ら
言
葉
を
」

　
　
　

Y
ouT

ube

で
検
索
す
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
三
六
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

②　

朝
日
新
聞　

日
時
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

③　

越
田
省
吾
撮
影　

朝
日
新
聞 

三
月
三
〇
日

夕
刊
「
そ
れ
で
も
花
は
咲
く
」　

　
　
　

http://oganekotoe.exblog.jp/i179　

ブ

ロ
グ　
「
被
災
地
の
復
興
を
祈
り
」
に
も
写

真
が
あ
り
ま
し
た
。

　

④　

寺
田
透
、
水
野
弥
穂
子
（
校
注
）1970

日
本

思
想
体
系
13
『
道
元
』
下
「
梅
華
」
岩
波
書

店

眼
蔵
会
に
臨
ん
で世

田
谷
区

　
　清
野

　宏
道

　

去
る
新
緑
豊
か
な
五
月
の
初
旬
、
龍
泉
院
様
の
参

禅
会
員
で
あ
る
五
十
嵐
氏
よ
り
お
誘
い
を
賜
り
、
差

し
出
が
ま
し
く
も
こ
の
度
の
眼
蔵
会
に
臨
席
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

一
四
日
・
一
五
日
の
二
日
間
に
渡
り
、
椎
名
老
師

全
力
を
挙
げ
泣
い
て
い
ま
す
。
彼
の
う
ち
に
哀
し
み

そ
の
も
の
が「
現
成
」し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
難
を
逃
れ
た
梅
の
花
の
写
真
で
す
。「
そ

れ
で
も
花
は
咲
く
」
③
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
七
割
が
押
し
流
さ
れ
何
も
な

く
な
っ
た
市
街
地
を
背
景
に
梅
の
花
が
綻
び
始
め
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
カ
メ
ラ
マ
ン
の
感
動

と
希
望
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
心
も

安
ら
か
さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

ご
老
師
は
「
現
成
」
に
つ
い
て
「
眼
前
に
あ
る
も

の
が
絶
対
の
真
理
と
し
て
現
れ
る
こ
と
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
そ
の
「
現
成
」
が
一
瞬
の
う
ち

に
切
り
取
ら
れ
た
梅
の
花
に
具
現
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
道
元
は
、「
梅
華
」
に
お
い
て
如
浄
禅
師
を

引
き
、「
梅
開
に
帯
せ
ら
れ
て
万
春
は
や
し
。
万
春

は
梅
裏
一
両
の
功
徳
な
り
。
一
春
な
ほ
よ
く
万
物
を

咸
新
な
ら
し
む
。
万
法
を
元
正
な
ら
し
む
。」
④
と
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
を
見
て
、
春
の
到
来
と
再

生
を
心
か
ら
願
い
、
喜
ん
だ
人
は
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
繁
栄
が
拠
っ
て
立
っ
て
き
た
も
の
が
、

自
然
の
前
に
は
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で
、
巨
大
な
水
の

壁
に
飲
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
自
然
は
怖

い
。
だ
け
ど
今
ま
で
海
の
恩
恵
で
生
き
て
来
た
の
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
海
で
生
き
て
い
く
。」
と
い
う

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
二
〇
数
羽

の
群
れ
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
鈍
色
の
海
に
雪
が
降

り
そ
そ
ぎ
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
画
面
か
ら
音
は
聞
こ

え
て
き
ま
せ
ん
。
烏
の
群
れ
は
何
事
も
な
い
か
の
よ

う
に
、
怒
濤
と
ぶ
つ
か
り
合
う
漁
船
の
衝
撃
、
破
壊

と
津
波
に
の
ま
れ
る
人
の
叫
び
を
下
に
、
飛
び
去
っ

て
行
っ
た
の
で
す
。

　

水
を
極
め
、
空
を
極
め
よ
う
と
す
る
人
の
営
み
が

自
然
の
脅
威
を
前
に
脆
く
も
崩
れ
去
っ
て
い
く
様
相

と
「
烏
」
の
群
れ
が
、
ご
老
師
の
提
唱
を
聞
き
な
が

ら
鮮
や
か
な
記
憶
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
二
枚
は
朝
日
新
聞
の
写
真
で
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

四
十
九
日
の
合
同
式
に
母
親
と
共
に
参
列
し
て
い

る
五
才
ぐ
ら
い
の
男
の
子
の
写
真
②
で
す
。
遺
影
を

胸
に
、
小
さ
な
体
、
全
身
全
霊
で
父
親
の
死
を
嘆
き

悲
し
ん
で
い
る
も
の
で
し
た
。「
パ
パ
！
」
と
大
き

く
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
頬
に
伝
わ
る
涙
の

跡
も
見
え
る
よ
う
で
す
。

　
「
得
一
法
通
一
法
ナ
リ
、
遇
一
行
修
一
行
ナ
リ
」

に
つ
い
て
、
ご
老
師
は
、「
そ
の
場
そ
の
場
で
出
会

っ
た
こ
と
、
大
自
然
の
風
光
に
接
し
た
時
、
そ
れ
を

全
身
で
受
け
止
め
る
こ
と
。
そ
の
時
そ
の
時
に
全
力

を
挙
げ
て
打
ち
込
む
こ
と
」
と
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
男
の
子
は
哀
し
み
を
全
身
で
受
け
止
め
、
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り
」
と
あ
る
説
示
を
下
敷
き
と
し
て
解
釈
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
御
老
師
が
決
定
的
な
視
点
を
示
さ
れ

た
時
、
今
ま
で
混
沌
と
し
て
い
た
も
の
が
ス
ッ
と
清

ら
か
に
な
る
よ
う
な
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
感
覚
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
道
元
禅
師
様
が
『
辦
道
話
』
の

初
め
で
「
こ
の
法
は
人
人
の
分
上
ゆ
た
か
に
そ
な
は

れ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
修
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
は

れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し
」
と
説
い
て

お
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
「
現
成
公
案
」
巻
の
全
体
が
直

に
結
ん
だ
の
で
す
。
正
し
く
、
我
々
は
常
に
仏
法
に

照
ら
さ
れ
、
仏
縁
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
る
こ
と
を

銘
記
し
な
が
ら
、
日
々
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
つ
く
づ
く
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

求
め
て
い
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
一
巻
を
集
中
的
に

参
究
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
禅

研
究
の
泰
斗
で
あ
る
椎
名
老
師
の
綿
密
な
解
釈
を
集

中
的
に
拝
聴
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
な
ど
、
そ
う
あ
る

こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
で
こ
の

度
は
千
載
一
遇
の
機
に
恵
ま
れ
た
思
い
で
し
た
。
癒

し
の
詩
人
と
呼
ば
れ
た
故
坂
村
真
民
氏
が
「
念
ず
れ

ば
花
ひ
ら
く
」
と
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
心
に
念
ず

る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
れ
ば
自
ず
と
道
は
開
か

れ
る
も
の
だ
と
、
深
く
感
受
し
た
次
第
で
す
。

　

二
日
目
の
午
後
は
、
駒
澤
大
学
教
授
の
池
田
魯
参

先
生
に
よ
る
「
縁
の
仏
教
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会

　

そ
う
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
度
の
御
提
唱
の
中
で

特
に
「
仏
道
を
な
ら
ふ
と
い
ふ
は
、
自
己
を
な
ら
ふ

な
り
。
自
己
を
な
ら
ふ
と
い
ふ
は
、
自
己
を
わ
す
る

る
な
り
。
自
己
を
わ
す
る
る
と
い
ふ
は
、
万
法
に
証

せ
ら
る
る
な
り
。
万
法
に
証
せ
ら
る
る
と
い
ふ
は
、

自
己
の
身
心
お
よ
び
他
己
の
身
心
を
し
て
脱
落
せ
し

む
る
な
り
」
と
い
う
一
段
に
対
す
る
御
老
師
の
解
釈

に
は
深
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。
こ
の
部
分
は
、
そ
の

前
に
「
自
己
を
は
こ
び
て
万
法
を
修
証
す
る
を
迷
と

す
、
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
は
さ
と
り
な

の
御
提
唱
に
臨
ま
せ
て
頂
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
今
ま
で
本
山
以
外
の
眼

蔵
会
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
度
、
隅
々
ま
で
作
務
の
行
き
届
い
た
御
山
内
の
風

光
を
観
じ
な
が
ら
謹
聴
し
た
「
現
成
公
案
」
巻
の
御

提
唱
は
、
ま
さ
に
清
浄
の
一
風
を
我
が
身
心
に
受
け

た
思
い
で
あ
り
、
道
元
禅
師
様
が
「
無
情
説
法
」
巻

の
冒
頭
で
「
説
法
於
説
法
す
る
は
、
仏
祖
附
嘱
於
仏

祖
の
見
成
公
案
な
り
。
こ
の
説
法
は
法
説
な
り
」
と

説
き
示
し
た
と
こ
ろ
が
眼
前
の
事
実
と
し
て
鮮
明
に

現
れ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
う
し
た
実
感
を
含
め
、
眼

蔵
会
か
ら
二
ヶ
月
が
過
ぎ
た
今
日
、
改
め
て
過
日
の

会
座
を
振
り
返
る
と
、
や
は
り
『
正
法
眼
蔵
』
の
諸

巻
は
参
学
人
に
向
け
て
道
元
禅
師
様
が
説
き
示
し
た

「
示
衆
」
に
他
な
ら
な
い
と
切
に
感
じ
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、『
正
法
眼
蔵
』
は
、よ
く
「
辦
・
現
・
仏
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「『
辦
道
話
』・「
現
成
公
案
」

巻
・「
仏
性
」
巻
を
中
心
と
し
て
『
正
法
眼
蔵
』
の

真
髄
を
学
ぶ
」
と
い
う
伝
統
的
な
参
究
の
在
り
方
を

指
し
て
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
浅
学
の
私
は
こ
の

度
の
眼
蔵
会
ま
で
「
現
成
公
案
」
巻
を
深
く
参
学
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
か
ら
ず
、
自

分
な
り
に
味
読
し
、
学
術
的
な
考
察
も
試
み
て
は
お

り
ま
し
た
が
、
確
か
な
見
識
に
照
ら
し
て
自
身
の
理

解
を
検
討
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
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が
ら
日
々
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
弁
え
、
他
を
想
い

な
が
ら
自
分
自
身
が
思
慮
深
く
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
深
く
心
に
刻
ん
だ
次
第
で
す
。

　

歩
む
べ
き
道
の
在
り
方
を
示
し
て
頂
い
た
両
師
に

感
謝
申
し
上
げ
、
眼
蔵
会
の
所
存
と
さ
せ
て
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。

一
夜
接
心

　

『
坐
禪
用
心
記
』
の

ご
提
唱
始
ま
る　

　

六
月
四
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
一
夜
接
心
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
五
月
末
に
梅
雨
入
り
し
、
そ

れ
以
降
愚
図
つ
い
た
天
候
が
続
き
ま
し
た
が
、
前
日

か
ら
梅
雨
休
み
と
な
り
、初
日
は
吹
く
風
も
爽
や
か
で
、

快
適
な
一
夜
接
心
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
炷
目
の
坐
禅
の
次
の
ご
提
唱
は
、
今
年
か
ら
瑩

山
紹
瑾
禅
師
が
著
わ
さ
れ
た
『
坐
禅
用
心
記
』
と
な

り
ま
し
た
。
坐
禅
に
関
し
て
は
、
昨
年
の
一
夜
接
心

で
ご
提
唱
い
た
だ
い
た
、
道
元
禅
師
の
『
普
勧
坐
禅

儀
』
が
あ
り
ま
す
。
大
変
格
調
が
高
く
、
坐
禅
の
理

念
を
高
ら
か
に
説
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
坐
禅
の
仕

方
や
坐
禅
中
に
注
意
す
べ
き
こ
と
な
ど
は
、
あ
ま
り

触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
『
坐
禅
用
心
記
』
は
坐

禅
の
仕
方
や
、
坐
禅
中
に
お
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄

い
も
の
・
み
え
な
い
も
の
）」
を
超
え
て
働
く
の
で

あ
り
、
我
々
が
仏
と
の
縁
に
よ
っ
て
繫
が
っ
て
い
る

こ
と
を
説
き
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
御
講
演
を

拝
聴
し
、
こ
れ
か
ら
は
「
縁
」
の
認
識
で
人
間
・
社

会
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
気

付
か
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　

池
田
先
生
の
御
講
演
は
椎
名
老
師
の
御
提
唱
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
両
師
が
協
議
を

し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
が

あ
ま
り
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
道
元
禅
師
様
の
「
春
は
花
…
」
の
詩
を
引
か
れ

て
御
垂
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
特
に

「
仏
法
・
縁
に
導
か
れ
る
」
と
い
う
見
解
を
共
通
の

視
座
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
点
を
考
え
る
と
、
こ
れ
こ
そ
仏
道
に
携
わ

る
我
々
が
銘
記
す
べ
き
一
つ
の
真
実
で
あ
る
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
半
世
紀
以
上
、
仏
教
を
参
究

さ
れ
て
き
た
両
師
の
御
教
示
が
根
底
で
通
じ
合
っ
て

い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
、
道
元
禅
師
様
が
自

身
の
法
を
「
正
伝
の
仏
法
」「
釈
尊
単
伝
の
法
」
と

立
言
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
少
し
ば
か
り
明
瞭
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
私
が
眼
蔵
会
に
列
席
さ
せ
て
頂
け
た
の

も
、
そ
う
し
た
仏
縁
の
賜
と
存
じ
ま
す
。
自
己
は
良

縁
に
育
ま
れ
、
ま
た
多
く
の
方
々
と
良
縁
を
結
び
な

で
し
た
。
池
田
先
生
は
、
は
じ
め
に
長
谷
川
櫂
氏
の

『
震
災
歌
集
』
か
ら
「
か
り
そ
め
に
死
者
二
万
人
な

ど
と
い
ふ
な
か
れ
、
親
あ
り
子
あ
り
は
ら
か
ら
あ
る

を
」
と
い
う
詩
を
引
か
れ
、
後
に
残
っ
た
者
は
、
震

災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
一
人
ひ
と
り
に

具
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
何
も
の
に
も
代
え
難
い
熱

い
思
い
出
を
受
け
止
め
、
そ
う
し
た
人
々
の
死
を
悼

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
以
前
は
「
現
代
日
本
は
無
縁
社
会
」
と
言

わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
震
災
の
後
、
多
く
の
人
が

「
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
自
分
は
何
が
で
き
る

か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
り
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
日
本

は
確
固
と
し
た
縁
・
有
縁
の
社
会
で
あ
る
と
明
言
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
先
生
は
、
そ
う
し
た
「
縁
」
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
ま
ず
、
お
釈
迦
様
が
「
縁
」
の
理
法
を
説

き
開
い
た
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
釈
迦

成
道
の
景
色
で
あ
る
「
我
与
大
地
有
情
同
時
成
道
」

と
い
う
文
の
「
与
」
の
字
を
「
縁
」
と
解
釈
し
た
瑩

山
禅
師
様
の
見
識
や
、
道
元
禅
師
様
の
「
春
は
花
夏

ほ
と
と
ぎ
す
秋
は
月
、
冬
雪
さ
え
て
す
ず
し
か
り
け

り
」「
峰
の
色
谷
の
響
も
皆
な
が
ら
、
吾
が
釈
迦
牟

尼
の
声
と
姿
と
」
と
い
う
詩
を
採
り
挙
げ
て
、「
縁
」

が
「
有
（
あ
る
も
の
・
み
え
る
も
の
）」
や
「
無
（
な
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の
で
感
じ
た
事
を
纏
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
夜
接
心
の
お
話
が
あ
っ
た
時
は
、
お
寺
に
泊
ま

り
込
み
七
炷
も
坐
る
と
い
う
事
で
、
自
分
に
出
来
る

か
正
直
不
安
で
し
た
が
、
思
い
き
っ
て
参
加
し
て
み

る
事
に
し
ま
し
た
。

　

上
山
し
て
最
初
の
一
炷
目
、
足
を
結
跏
趺
坐
に
組

み
面
壁
す
る
と
普
段
の
参
禅
会
よ
り
も
引
き
締
ま
っ

た
空
気
を
感
じ
ま
し
た
。
老
師
の
「
最
初
か
ら
も
そ

も
そ
動
か
な
い
！
」
と
い
う
一
喝
が
堂
内
に
響
き
、

叱
責
す
る
よ
う
な
警
策
の
強
い
音
に
、「
接
心
」
と

い
う
も
の
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

三
炷
、
四
炷
と
坐
禅
を
し
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
足

が
痛
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
行
の
皆
様
の
微
か

な
呼
吸
音
や
鳥
の
声
、
風
の
音
を
聞
き
、
日
が
暮
れ

る
に
つ
れ
て
濃
く
な
る
堂
内
の
陰
影
を
見
つ
め
て
い

る
と
、不
思
議
と
澄
ん
だ
気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
最
後
の
夜
坐
で
は
、
老
師
の
打
た
れ
る
止
静

鐘
と
放
禅
鐘
の
音
も
、
励
ま
す
よ
う
な
優
し
い
音
に

感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
も
足
は
や
や
痛
か
っ
た
の
で
す
が
、
結
跏

趺
坐
を
崩
す
事
な
く
、
な
ん
と
か
坐
り
通
せ
ま
し
た
。

　

坐
禅
の
空
間
は
何
故
か
大
変
尊
い
も
の
に
感
じ
ま

す
。
自
分
も
参
禅
し
て
い
る
時
は
そ
の
空
間
の
中
の

一
要
素
で
あ
る
と
、
本
当
に
自
覚
す
る
事
が
で
き
れ

ば
、
自
分
を
飾
り
付
け
よ
う
と
し
て
苦
し
ま
ず
に
済

だ
い
た
の
で
、
お
か
ず
の
種
類
も
増
え
た
そ
う
で
す

が
、
当
日
添
菜
と
し
て
、
家
庭
菜
園
で
採
れ
た
野
菜

を
持
参
さ
れ
た
品
も
あ
り
、
典
座
さ
ん
は
即
興
的
に

メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
ふ

だ
ん
か
ら
調
理
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
技
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
食
の
後
の
茶
話
会
で
三
町
さ
ん
か
ら
、「
坐
る
、

食
う
、
寝
る
、
ト
イ
レ
に
行
く
な
ど
、
こ
れ
ら
全
て

が
龍
泉
院
参
禅
会
の
文
化
を
創
っ
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
馴
染
め
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
一
夜
接
心
な
ど
で
醸
し
だ
さ
れ
る
龍
泉
院

参
禅
会
の
文
化
が
、
坐
禅
堂
建
立
へ
と
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
、感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
老
師
か
ら
も
、
一
夜
接
心
に
は
坐
禅
だ
け
で
は

な
く
、
作
務
、
提
唱
、
法
要
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
行
が

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
で
つ
ま
れ
た
徳
を
、
自
分

の
も
の
だ
け
に
留
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
弘
く
多

く
の
方
々
に
も
お
分
け
す
る
よ
う
に
、
と
の
お
言
葉

が
最
後
に
あ
り
ま
し
た
。

一
夜
接
心
に
初
参
加
し
て

八
千
代
市

　山
本

　聡

　

今
回
初
め
て
一
夜
接
心
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
感
想
を
寄
稿
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
懇
切
丁
寧

に
書
か
れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
坐
禅
弁
道
す

る
も
の
に
は
貴
重
な
指
導
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
三
～
四
年
か
け
て
一
夜
接
心
で
読
み
解
い
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
日
目
の
四
炷
の
坐
禅
も
終
わ
り
中
食
と
な
り
ま

し
た
が
、
典
座
さ
ん
渾
身
の
力
を
注
い
だ
お
斎
に
全

員
び
っ
く
り
、
大
皿
に
は
ナ
ン
ト
八
品
も
の
お
か
ず

が
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

龍
泉
院
さ
ま
始
め
、
多
く
の
方
か
ら
添
菜
を
い
た
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き
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
古
刹
の
右
上
の
梵
鐘
と
モ
デ
ル
と
の

対
比
が
新
鮮
な
空
気
の
中
に
清
潔
さ
を
創
り
出
し
ま

す
。
手
の
指
先
の
無
心
に
梵
鐘
を
誘
う
よ
う
な
優
し

い
し
ぐ
さ
が
、
作
品
を
見
る
人
の
目
を
先
ず
引
き
付

け
ま
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
モ
デ
ル
と
撮
影
者
が
創
り
出
す
無
心

の
中
の
合
作
で
す
（『
写
壇
太
陽
』
撮
影
会
金
賞
受

賞
作
品
）。

▪　

広
角
レ
ン
ズ
で
大
胆
に
狙
う

　

一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ
で
は
三
種
類
の
レ
ン
ズ
を
使

い
こ
な
す
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、（
図
１
）「
焦
点
距
離
に
よ
る
画
角
の

変
化
」
に
示
す
よ
う
に
、
標
準
レ
ン
ズ
で
は
水
平
画

角
は
約
四
〇
度
で
、
焦
点
距
離
（
カ
メ
ラ
の
造
形
面

か
ら
レ
ン
ズ
ま
で
の
距
離
）
は
五
〇
ミ
リ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

広
角
レ
ン

ズ
で
は
水

平
画
角
は

約
七
〇
度

で
、
焦
点

距
離
は
二

四
ミ
リ
で

す
。

な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す
。
モ
デ
ル
は
常

に
写
真
機
の
レ
ン
ズ
に
向
っ
て
エ
ー
ル
を
お
く
り
続

け
ま
す
。
こ
れ
を
読
み
取
り
な
が
ら
、
撮
影
者
は
瞬

時
の
顔
の
表
情
や
手
足
の
動
き
、
指
先
の
形
に
至
る

ま
で
細
か
く
動
作
の
一
瞬
を
掬
い
取
っ
て
影
像
化
し

ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
禅
道
場
に
お
け
る
坐
禅
や

作
務
、
薬
石
の
同
時
行
を
通
し
て
、
諸
仏
が
無
言
の

中
に
黙
々
と
創
り
上
げ
て
い
く
道
場
固
有
の
文
化
そ

の
も
の
で
す
。
こ
れ
が
修
行
の
場
で
は
一
番
大
事
な

こ
と
で
す
が
、
モ
デ
ル
撮
影
も
そ
れ
と
一
脈
通
ず
る

処
が
あ
り
ま
す
。

▪　

モ
デ
ル
と
写
真
家
で
文
化
を
創
る

　

文
化
・
芸
術
に
は
そ
れ
に
相
応
し
い
環
境
が
必
要

で
す
。
撮
影
場
所
や
天
候
が
環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
と
い
う
撮
影
者

の
意
思
が
働
き
写
真
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
て
い

む
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
坐
禅
は
ま
だ
ま
だ

足
が
痛
か
っ
た
り
、
眠
か
っ
た
り
で
す
が
！

　

今
回
接
心
に
初
参
加
し
て
み
て
食
事
と
い
う
事
に

つ
い
て
も
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
典
座
さ

ん
方
の
料
理
は
、
美
味
し
く
色
彩
も
美
し
く
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
私
は
食
事
の
作
法
に
は
不
慣
れ

な
の
で
、
皆
さ
ん
の
や
る
の
を
横
目
で
見
な
が
ら
で

し
た
が
、
本
当
に
食
事
を
味
わ
っ
て
食
べ
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

接
心
の
二
日
間
は
大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ

た
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
椎
名
老

師
、
準
備
に
あ
た
ら
れ
た
幹
事
さ
ん
、
典
座
さ
ん
、

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
と
こ
こ
ろ
（
三
）取

手
市

　三
町

　勲

　

写
真
は
共
同
作
業
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
モ
デ
ル
撮
影
で
す
。
モ
デ
ル
撮
影
に
は
、

モ
デ
ル
と
撮
影
者
の
二
人
の
同
時
作
業
が
不
可
欠
で

す
。
同
時
作
業
に
は
お
互
い
の
意
思
が
働
き
ま
す
。

そ
の
お
互
い
の
意
思
を
お
互
い
が
認
め
合
わ
な
け
れ

ば
秀
作
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

一
番
大
事
な
の
は
お
互
い
の
目
線
で
す
。
お
互
い

は
言
葉
で
な
く
目
線
で
語
り
合
い
意
思
疎
通
を
図
り
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髪
の
毛
一
本
一
本
ま
で
は
っ
き
り
と
光
っ
て
見
え
ま

す
。
さ
ら
に
背
景
の
ビ
ル
の
窓
ま
で
明
遼
に
写
し
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
品
全
体
の
雰
囲
気
が
引

き
締
ま
っ
て
き
ま
す
。（『
写
壇
太
陽
』
撮
影
会
銀
賞

受
賞
作
品
）。

　
『
写
壇
太
陽
』
と
は
私
が
所
属
す
る
写
真
ク
ラ
ブ

で
す
。
西
新
宿
の
小
さ
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
が

我
々
の
道
場
で
す
。
六
〇
歳
を
超
え
る
会
員
（
二
百

名
）
が
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
写
真
修
行
に
励
み

ま
す
。
そ
こ
に
一
つ
の
文
化
が
芽
生
え
ま
す
。
奢
ら

ず
、
身
の
丈
に
合
っ
た
環
境
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

段
々
歳
を
重
ね
て
く
る
と
、
慎
ま
し
や
か
な
老
後
の

生
活
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
銀
だ
、
金
だ
と

子
ど
も
の
世
界
が
蘇
え
る
ひ
と
と
き
が
、
若
返
り
を

誘
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
回
に
続
く
）

い
作
品
に
な
り
ま
す
。（
図
２
）「
焦
点
距
離
と
被
写

界
深
度
」
に
示
す
よ
う
に
、
被
写
体
（
こ
の
図
で
は

人
物
）
に
ピ
ン
ト
を
合
せ
て
撮
る
と
、
被
写
界
深
度

（
ピ
ン
ト
の
合
う
範
囲
）
は
薄
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
部

分
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で
は

っ
き
り
と
影
像
が
撮
り
込
め
ま
す
。
従
っ
て
、
上
の

作
品
の
様
に
モ
デ
ル
と
背
景
の
ビ
ル
が
立
体
的
に
描

写
で
き
ま
す
。

▪　

カ
メ
ラ
の
絞
り
は
一
杯
に
絞
り
込
む

　

望
遠
レ
ン
ズ
で
は
水
平
画
角
は
約
一
〇
度
で
、
焦

点
距
離
は
二
百
ミ

リ
程
度
で
す
。
更

に
被
写
界
深
度
が

浅
い
の
で
被
写
体

の
近
い
範
囲
で
も

映
像
が
ぼ
け
気
味

に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
補
う
に
は
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
絞

り
を
ウ
ン
と
絞
り

込
み
ま
す
。

　

下
の
モ
デ
ル
撮

影
で
は
絞
り
は
二

二
ま
で
絞
り
込
ん

で
あ
り
ま
す
。

で
は
、
広
角
と
標
準
で
撮
っ
た
写
真
は
ど
ん
な
違
い

が
あ
る
の
か
。
先
の
古
刹
の
作
品
は
標
準
レ
ン
ズ
で

撮
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
雰
囲
気
を
大
事

に
し
た
も
の
で
、
標
準
レ
ン
ズ
で
表
現
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
高
層
ビ
ル
を
背
景
に
し
た
モ
デ
ル

撮
影
で
は
、
魅
力
的
な
写
真
に
す
る
に
は
ひ
と
工
夫

必
要
に
な
り
ま
す
。
撮
り
方
に
よ
っ
て
は
、
モ
デ
ル

が
高
層
ビ
ル
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
に
広
角
レ
ン
ズ
が
機
能
を
発
揮
し
て

呉
れ
る
の
で
す
。

　

モ
デ
ル
の
膝
下
か
ら
広
角
レ
ン
ズ
で
あ
お
っ
て
大

胆
に
撮
る
こ
と
で
、
可
愛
い
モ
デ
ル
が
完
全
に
主
役

に
な
れ
る
の
で
す
（『
写
壇
太
陽
』
撮
影
会
銀
賞
受

賞
作
品
）。

▪　

広
角
で
被
写
界
深
度
の
深
い
特
徴
を
生
か
す　

　

広
角
レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
写
真
は
被
写
界
深
度
が
深

望遠レンズの被写界深度

標準レンズの被写界深度

広角レンズの被写界深度

（図２）焦点距離と被写界深度



沼
南
雑
記

【
定
例
参
禅
会
・
年
間
行
事
】

　
　
　（
　
）
内
は
座
談
の
司
会
者

平
成
二
三
年
　

●
三
月
二
七
日
　
　
　
　
　
二
六
名

　
　
　
　
　
　
　（
相
澤
　
善
彦
氏
）

●
四
月
八
日
　
　
　
　
　
　
一
一
名

　
　
　
　
花
祭
り
　

●
四
月
二
四
日
　
　
　
　
　
三
二
名

　
　
　
　
　（
小
畑
　
二
郎
氏
）

　
　
　
　
坐
禅
・
提
唱
後
・
筍
掘
り

●
五
月
一
四
・
一
五
日

　
　
　
　
眼
蔵
会
　
　
　
　
五
三
名

　
　
　
　
於
　
　
　
龍
泉
院
大
悲
殿

　
　
　
　
講
師
　
　
椎
名
宏
雄
老
師

●
五
月
一
五
日

　
　
　
　
記
念
講
演
会
　
　
七
〇
名

　
　
　
　
於
　
　
　
龍
泉
院
大
悲
殿

　
　
　
　
講
師
　
　
駒
澤
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
魯
参
先
生

●
五
月
二
二
日
　
　
　
　
　
二
六
名

（
小
山
　
　
斉
氏
）

●
六
月
四
・
五
日
　
　
　
　
二
二
名

　
　
　
　
一
夜
接
心

　
　
　
　
幹
事
　
　
小
畑
　
節
朗
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
添
田
　
昌
弘
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
　
昇
氏

●
六
月
二
六
日
　
　
　
　
　
二
九
名

（
細
川
　
泰
一
氏
）

●
七
月
二
四
日
　
　
　
　
　
二
九
名

（
松
井
　
　
隆
氏
）

●
八
月
一
六
日
　
　
　
　
　
　
一
一
名

　
　
　
　
施
食
会

　
　
　
　
法
話
　
　
大
長
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
小
早
川
浩
大
老
師

●
八
月
二
八
日
　
　
　
　
　
　
三
一
名

（
美
川
　
恒
子
氏
）　

【
奉
仕
作
務
】

　
三
月
一
二
日（
一
名
）、
一
八
日（
二
名
）

　
四
月
　
一
日（
四
名
）、
　
九
日（
一
名
）

　
　
　
一
五
日（
三
名
）

　
五
月
　
六
日（
三
名
）、
一
二
日（
一
名
）

　
　
　
一
九
日（
二
名
）、
二
〇
日（
四
名
）

　
六
月
　
三
日（
三
名
）、
一
一
日（
二
名
）

　
　
　
一
二
日（
一
名
）、
二
〇
日（
一
名
）

　
七
月
　
一
日（
一
名
）、
　
九
日（
一
名
）

　
　
　
一
五
日（
三
名
）

　
八
月
　
五
日（
四
名
）、
一
二
日（
一
名
）

　
　
　
一
九
日（
三
名
）

　
九
月
　
二
日（
三
名
）、
一
〇
日（
四
名
）

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者
は
九
月
九

日
現
在
、
一
五
七
八
〇
人
、
行
方
不
明
者

は
四
一
二
二
人
に
上
る
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
行
方
不
明
者

の
方
が
早
く
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
又
今
月
は
台
風
一
二
号
で
百
人
を
超

す
死
者
・
行
方
不
明
者
が
で
ま
し
た
。
こ

の
半
年
「
災
害
列
島
」
日
本
を
痛
い
ほ
ど

見
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、
野
田
新
内
閣
が
復

興
支
援
策
を
迅
速
か
つ
強
力
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
（
秀
嗣
）

●
会
員
の
杉
浦
さ
ん
が
坐
禅
堂
建
立
勧

募
お
願
い
の
ポ
ス
タ
ー
を
、
パ
ソ
コ
ン

の
ス
キ
ル
を
駆
使
し
て
作
成
さ
れ
、
本

堂
前
や
観
音
堂
の
玄
関
な
ど
に
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を

龍
泉
院
以
外
で
も
掲
載
し
て
、
広
く
勧

募
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
四
〇
周
年
記
念
行
事
第
二
弾
と
し
て

●
発
　
行
／
天
徳
山
龍
泉
院

●
印
　
刷
／
岡
田
印
刷
株
式
会
社

千
葉
県
柏
市
泉
81

柏
市
高
田
１
１
１
６
|
45

☎
0
4（
7
1
9
1
）1
6
0
9

☎
0
4（
7
1
4
3
）3
1
3
1

第
三
回
在
家
得
度
式
が
一
一
月
三
日

（
祝
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
得
度
希
望
者

は
現
在
約
二
〇
名
で
す
。
前
回
、
前
々

回
と
も
椎
名
宏
雄
老
師
が
戒
師
様
を
勤

め
ら
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
受

戒
者
は
よ
り
一
層
仏
道
に
精
進
し
よ
う

と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
今
回
得
度
を
受

け
ら
れ
な
い
方
も
、
厳
粛
な
在
家
得
度

式
に
列
席
さ
れ
、
受
戒
者
と
共
に
仏
道

を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

龍
泉
院
参
禅
会
簡
介

〔
定
例
参
禅
会
〕

〔
年
間
行
事
〕

・
日
　
時

・
坐
　
禅

・
講
　
義

・
座
　
談

・
参
加
資
格

・
会
　
費

・
一
夜
接
心

・
成
道
会

・
他
の
行
事

・
作
　
務

・
刊
行
物

毎
月
第
四
日
曜
九
時
（
初
参
加
の
方
は
八
時
半
）

口
宣
、
坐
禅
、
経
行
、
坐
禅
の
順

 

（
坐
禅
は
一
炷
三
〇
分
、
経
行
は
一
〇
分
）

木
版
三
通
、
開
経
偈
、『
正
法
眼
蔵
』
提
唱

自
己
紹
介
・
喫
茶
・
座
談
、
正
午
解
散

年
齢
、
性
別
な
ど
一
切
不
問
、
初
心
者
に
は
懇
切
に
指
導

無
料

本
年
は
六
月
四
〜
五
日
、
七
炷
の
坐
禅
と
提
唱
等

本
年
は
一
二
月
四
日
、
坐
禅
・
法
要
・
問
答
・
法
話
・
点
心
等

涅
槃
会
（
二
月
一
五
日
）、
花
祭
り
（
四
月
八
日
）、
施
食
会

（
八
月
一
六
日
）
手
伝
い
、
歳
末
煤
払
い
（
一
二
月
例
会
後
）

毎
月
第
一
と
第
三
金
曜
、
及
び
第
二
土
曜
に
境
内
の
掃
除
等

『
明
珠
』（
四
月
八
日
と
一
〇
月
五
日
発
行
）、『
口
宣
』（
年
一
回
）

◇
◇
会
員
便
り
◇
◇

﹇
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.ryusenin.org/

﹈『
明
珠
』『
口
宣
』
の
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
ナ
ン
バ
ー
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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